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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
調査対象の水路法面を水路上流方向から見た図である。
対象となった法面を水路上流方向からみて右側をR、左側をLとし、1R,2R,3R,3Lとおいた。
トータルステーションでの測量により、斜度、面積を測った。
斜度は1R19-26°の範囲であった。3Rでは43°と他の斜面より急であった。
面積はRではおよそ12m2、Lでは2.35-2.971m2の範囲であった。
植生に関して、1R,2RL,3Lでは簡易剥ぎ取りが行われており、3Rでは、草木が多い茂っていた。




\
/

2%
1z

T8 7551%1 ﬁE/,ﬁJJ > 27 LKURAMA T
B miRn 08 E

CslI>vFL—>3vr7A—7
FEmEL LIS+ TRZICEREZE-E/-HDIAE
DGPS (ua‘éﬂ@nh\J)

BEMEZ: (BT —%%27 77 K~%X(E)

Ny T Y —

EH'O (2016) &a%;a%uﬂﬂﬂi
2.21—26J: V)




HERmE D JFE
T

0.04~0.07
© 0.07~0.12
® 0.12~0.20
® 0.20~0.32




ST (S
e
i

A

N T
o o m—

-

-

i

0.07~0.12
0.12~0.20
. 0.20’\/0.32

PR R
%ﬁﬁﬁﬂ%&gﬁ:

(3

b T 00 35 47
HOBREFRR (hAR)

i ‘!..tl v
= %\ -
uy e
i e - n.m
— “ abtris ey .-+*
I ==
- =
I P | ke =" m = S
| — \wE
¢ S
_ - ot
~ Igesee oe‘octoo.oooco.ooo
m._m_l [ =) e e TR VA
ltn. g -l 9 » 4 _ _ _H
H —-— — — — — — — — — —
r . —
P
| .”ﬁ | -
| ®
|
£._.
Wm_“ “““““““““ -
.._ml_ml__..l_ \\\\\ J ““““““ =
&

-
=
‘\‘ .

B
\
1
\
\
3
£ ‘
3 Z
-



/

KB _EmElA © BR72BIEEE

i o
R T e B e Eli ﬁ’@/f@



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
調査対象の水路法面を水路上流方向から見た図である。
対象となった法面を水路上流方向からみて右側をR、左側をLとし、1R,2R,3R,3Lとおいた。
トータルステーションでの測量により、斜度、面積を測った。
斜度は1R19-26°の範囲であった。3Rでは43°と他の斜面より急であった。
面積はRではおよそ12m2、Lでは2.35-2.971m2の範囲であった。
植生に関して、1R,2RL,3Lでは簡易剥ぎ取りが行われており、3Rでは、草木が多い茂っていた。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
法面に設置した様子と、2Lに設置した雨量計の様子である。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
採取した水の分析方法である。
採取水は、吸引ろ過により、ガラスフィルタを通し、24時間炉乾後、重量を求めた。ガラスフィルタを通し、ろ液はメンブレンフィルタを通し、風乾後重量を求めた。ガラスフィルタとメンブレンフィルタに付着した懸濁態の重さの合計を、懸濁態物質重量とした。それぞれ懸濁態物質が付着しているろ紙とメンブレンフィルタをGe検出器にて、放射性セシウム測定した。
メンブレンフィルタを通して得られた、ろ液は、ベローズポンプによって吸引し、Ge検出器にて水溶性セシウム量測定をした。
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